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1．問題と目的
本稿は，成人期の肢体不自由者への支援についてその
実態や特性等をふまえた上で，論じるものである。成人
期の肢体不自由者への支援を考えるにあたって，そのラ
イフステージに応じたニーズの把握や配慮を行うことが
重要になると思われる。香野（2016）は「肢体不自由児
とその保護者のニーズを捉えようとするとき，年齢によ
る変化は欠かせない視点である」と述べており，成人期
の肢体不自由者特有のニーズを把握する必要があると思
われる。またライフステージに応じた生活の中で生じる
ニーズとは，言い換えればそれぞれの発達段階における
発達課題と関連しているとも思われる。成人期は，Erik-
son（1963）の提唱した発達段階論に従えば，青年期以
降の3つの段階とされる。この3つの段階は，その後の
研究では，名称や年齢範囲は，様々に取り扱われている。
榎本（2000）では，成人前期・成人後期・老年期とされ，
その年齢範囲は，成人前期が30代～40代，成人後期が50
代～65歳，老年期が65歳以上とされており，丸島（2000）
では，成人期・中年期・老年期とされ，その年齢範囲は，
成人期が25歳～44歳，中年期が45歳～59歳，高齢期が60
歳以上とされている。榎本や丸島は，その研究の中で，
成人期や中年期に焦点を当てた研究が少ないことを指摘
している。このように，特定の障害を持たない成人期を
対象とした研究自体が少なく，さらに肢体不自由者の場
合は，特別支援学校在学中の児童期や青年期に焦点を当
てたものが多いのが現状である。
また肢体不自由者といっても，その障害程度や重複障
害の有無などは，多様であり，それに伴い日常生活での
過ごし方や本人の抱えるニーズも多様であることが考え
られる。肢体不自由者のニーズについての研究では，肢
体不自由者本人ではなく保護者のニーズに関しての調査
も見られている（香野，2016；種子田ら，2003など）。
これは，特に重度の障害を抱える場合，肢体不自由者本
人のニーズを把握することが困難なことが影響している
と思われる。確かに日々介助を行う保護者のニーズを把
握することは重要であるが，肢体不自由者本人がどのよ
うなニーズや思いを抱えているかを把握することも重要
である。肢体不自由者の中でも，知的な障害を重複して
おらず，ある程度の日常生活動作が自立している場合
は，様々な仕事をしながら社会の中で生活を行っている
場合も少なくない。そういった肢体不自由者は，成人期
であれば，成人期特有の生活の中でのニーズや発達課題
を抱える一方で，肢体不自由者としてのニーズや発達課
題を抱えることが予想される。
成人期の発達課題については，榎本（2000）は，「健
康・体力」「配偶者とのかかわり」「親子のかかわり」
は，男女とも成人前期・後期に関わらず，成人期を通し
て重要課題であり，「主義や信念」は男性においてのみ
成人前期に重要課題に属し，「財産・収入」は男性では
成人後期，女性では成人期全般の重要課題であると述べ
ている。また丸島（2000）は，一般成人に調査を行い，
生殖性，親密性，自我統合について生殖性は，成人期か
ら中年期・老年期まで段階的に発達すること，親密性に
ついては中年期が最も発達しており，また女性の方が男
性よりも発達していることを示している。これらの先行
研究を踏まえた場合，肢体不自由者を対象に研究を行う
際にも，性別についても考慮した上で検討を行うことが
必要になると思われる。また「健康・体力」という成人
期における重要な課題は，身体の動作等の障害を抱える
肢体不自由者にとっては，より一層重要な課題として意
識されているのではないかと推察される。
そういった肢体不自由者の発達課題も踏まえた支援の
方法として動作法による支援があげられる。動作法と
は，もともとは肢体不自由者の動作改善を主目的とされ
開発された技法だが，現在では幅広い適用がなされてい
る。動作法による支援は，日常生活体験にも影響を及ぼ
すことが考えられており，高橋（2004）は，動作遂行に
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表1 調査協力者
年代 動作特徴 訓練会歴
Ａ 40代
車椅子自走可
両側下肢麻痺
22年
Ｂ 40代
車椅子自走可
両側下肢麻痺
40年
Ｃ 40代
杖歩行
アテトーゼ
22年
Ｄ 40代
車椅子自走可
片麻痺
10年
Ｅ 40代
独歩可
両側下肢麻痺
不明
より日常生活での身体感覚の気づきが促され，自身の身
体の変化を実感すると，日常生活場面でも自身で身体の
動かし方を工夫するなどの影響があることを示してい
る。さらに動作法は，動作だけでなく，様々な影響を心
身に与えることも示されている。金子ら（2017）は，動
作法による身体への気づきが，心理的側面も含めた日常
生活体験に及ぼす影響を明らかにするために，健康動作
法の参加者と脳性マヒ者を対象にインタビュー調査を
行っている。その中では，「動作法における身体感覚へ
の気づきや心理面への影響は，日常生活における両者の
身体や心の主体的な活動に繋がっている」ことが明らか
になっている。この主体的な活動とは，自身の身体や動
作に対して日常生活の中でも意識的に振り返りを行うこ
とや，改善のための取り組みを行うことと考えられる
が，それは榎本（2000）が示した「健康・体力」という
課題に対して，自己意識的に取り組むことにも繋がって
いることが推察される。
この動作法は，全国各地において訓練会という形式で
その実践がなされている。訓練会とは，月に1度や週に
1度といった決まった頻度で開催され，複数のトレー
ナー（支援者）とトレーニー（被支援者）が一つの場所
に集まり動作法の実践を行うものである。その参加人数
や参加している年齢層はそれぞれであるが，この訓練会
という場は，同じように肢体不自由を抱え，また動作法
による支援を受けている肢体不自由者が定期的に同じ場
に集まりコミュニケーションを取る場としても機能して
いることが考えられる。そのように考えた場合，丸島
（2000）が中年期に最も発達するという親密性につい
て，同じ肢体不自由者との関わりを通して影響を与える
のではないかと思われる。
さらに動作法は，トレーナーが一方的にトレーニーに
対して支援を提供するものではなく，トレーニーの主体
的な努力が必須となる支援方法である。そのため，実際
に支援を行う中では，トレーナーとトレーニーが様々な
コミュニケーションを行いながら実践される。実際の訓
練の場では，経験の長い成人トレーニーが経験の浅いト
レーナーに対して，指導的な関わりをしながら訓練が行
われることも珍しくない。それは，ある種，支援者と被
支援者の役割が逆転する様な状況ではあるのだが，動作
法というトレーナーとトレーニーの協働が前提となる支
援方法であるからこそ，それが自然と受け入れられてい
るとも考えられる。またその中で，成人トレーナーは，
自分自身の経験や知識を誰かに伝える体験をしている可
能性も考えられる。これは，丸島（2000）が示した成人
期に発達し続ける生殖性の達成に影響を与える可能性が
あると思われる。
本研究では，成人肢体不自由者を対象に，肢体不自由
者本人に対して動作法の訓練会に参加する動機や動作法
を受けることによる日常生活への影響について調査する
ことにより，日常生活の中でのニーズや発達課題の視点
から動作法訓練会への参加が日常生活に与える影響につ
いて考察することを目的とする。そのうえで，成人期の
肢体不自由者本人が日常生活の中で抱えるニーズや課題
にそった援助のあり方について考察を行うことを目的と
する。
2．方 法
⑴ 調査協力者
Ｆ大学附属発達支援センターにて継続して実施されて
いる動作法訓練会にて訓練を受けている男性トレーニー
5名である。調査協力者の年代，動作特徴，動作法歴は，
表1に示す。
なお動作法訓練会の概要は以下の通りである。
①訓練会の形式
訓練会は，子どもの部と成人の部で分けて実施され，
18：30～20：00を成人の部としている。基本的に1人の
トレーニーに対して，1・2人の学生トレーナーが継続
して支援を担当している。4・5人毎の班編成を行って
おり，各班には1名の心理リハビリテイションスーパー
バイザー資格所持者の教員がスーパーバイザーとして直
接トレーナーに対して支援の指導を行っている。
②訓練会の対象
主に成人の身体障害者・発達障害者を対象としてお
り，Ｘ年度には16名が参加している。多くの方が，幼少
時より動作法による訓練を受けてきており，Ｆ大学の訓
練会にも5年以上継続しての参加をしている。またＦ大
学で実施されている訓練会は，同県内のＧ大学にて実施
されていた訓練会を引き継ぐ形で開始しており，Ｇ大学
の訓練会から参加していたトレーニーも多い。
③訓練会のスケジュール
訓練会は，大学の授業期間のみであるが，基本的に毎
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週18：30～19：50が個別の訓練時間，19：50～20：00が
班ごとのミーティングの時間となっている。
なお1～2ヶ月に1度の頻度で訓練会の時間を使用し
て，カンファレンスおよび研修を実施している。その際
は，トレーニーは不参加であり，カンファレンスではト
レーニーの見立てと方針，訓練方法などの確認や情報共
有を，研修では動作法の具体的な技法等についての研修
をスーパーバイザーより行っている。
④訓練会の内容
個々の訓練は，本人のニーズや状態を踏まえた上で各
スーパーバイザーが訓練課題を設定し，各トレーナーに
よって実施されている。また後半の班ごとのミーティン
グには，トレーナー，トレーニーが共に参加し，その日
の訓練内容や効果についての報告と共有を行っている。
⑵ 調査方法
質問紙法を用いて調査を実施した。訓練会終了時に質
問紙を配布し，次週の訓練会時に持参を依頼した。なお
内2名は，質問項目に対してメールでの返答であった。
⑶ 調査内容
①フェイスシート
年齢（10代，20代，30代，40代，50代からの選択），
訓練会への参加歴（おおよその年数）について記入を求
めた。
②質問内容
金子ら（2017）を参考に，動作法訓練会に参加するこ
とでの体験や日常生活への影響を問う質問を作成し，自
由記述での回答を求めた。
1）動作法訓練会に参加した動機や継続して参加してい
る目的は，何ですか？
2）動作法を行う前後で身体や心の感じに違いはありま
すか？それはどのような違いですか？
3）動作法を続けることで，ご自身の日常生活の過ごし
方を振り返ったり，ご自身で改善しようとしたりする
ことはありますか？それはどのような振り返りです
か？
4）動作法以外で何か身体もしくは心のケアのためにし
ていることがあったり，今までにそのようなことをし
た経験があったりしますか？それらと動作法はどう違
うと感じていますか？
5）動作法訓練会に対して，ご意見や要望などあります
か？
3．結果と考察
⑴ 訓練会への参加動機，目的について
5名の参加動機，目的については，表2に示す通りで
ある。参加の動機としては，もともと幼少時から動作法
を受けていた方が多かったが，特別支援学校（当時養護
学校）を卒業後は，一旦動作法から離れていた方も複数
みられている。しかしその後自身の身体の変化を感じる
中で，動作法訓練会に参加する動機となっていることが
窺える。特別支援学校に在籍中は，授業の一環として動
作法を受けていた状況であったが，卒業後に身体の不調
を感じ，自発的に動作法を受けに来ているという違いが
あり，訓練会に参加する高い動機付けがあると考えられ
る。また継続して参加している目的としては，「生活動
作の維持」「身体機能維持」と自身の身体機能や動作の
維持・改善が目的となっていることが窺え，このことは
参加動機とも繋がっていることである。さらに参加した
時期を見ると，Ａ氏は，「20代前半の頃」と述べており，
表2 動作法訓練会への参加動機，目的
Ａ
動機は，特別支援学校時代，授業の一環として，動作法があり，行っていたのですが，卒業後は，動作法を行う機会や触
れ合うこともなく，身体が硬くなっていく一方でした。
20代前半の頃，車椅子陸上でマラソンや短距離を走っていく中で，身体の中心が，幼い頃に比べると取れなくなっている
し，身体も確実に硬くなっている事に気づいた。
ちょうど，その頃，幼なじみのＣから動作法がＧ大で行っている事を聞き，通い始めた。
動作法を受け，身体の違いが分かり，今でも継続しているのは，生活動作の維持です。
Ｂ
動機：動作法は，3歳の時に母親がＨ先生の下で始めたから
継続理由：・緊張が緩和されて，身体が楽になるから ・中学校の時にいじめられて，苦しかったり，仕事で苦しい時に
動作法を通して，会話をすることで自分自身の心の支えになったから ・40歳を過ぎても沢山の人が僕の身体を良くする
ため努力してくれる事に少しでも答えたいから
Ｃ
Ｇ大時代は，同世代の学生らとのコミュニケーション経験を得る目的と身体機能維持と向上を目的として，友人の紹介で
参加を始めさせていただきました。
時は過ぎ，Ｇ大の動作法がＦ大へ移ったことから，今に至っています。
Ｄ 年を重ねると身体の可動域が狭くなっていくので，少しでも改善や維持をして生活することです。
Ｅ 30歳のころに歩行が困難になり，子供のころに参加していた動作法が行える所をさがしてＦ大の動作法に参加しました。
（原文ママ）
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Ａ氏に訓練会のことを紹介したＣ氏も同時期に参加して
いること，Ｅ氏も30歳の頃と，青年期から成人期前期に
かけて身体の不調を感じ参加至っていることが推察され
る。このことは，榎本（2000）が成人期の重要な課題と
して示した「健康・体力」に関して，肢体不自由者の場
合，青年期などより早い段階から重要な課題として意識
されていることを示唆していると思われる。これに関し
て今回の調査協力者は，全員が脳性マヒであり幼少期か
ら肢体不自由を抱えているため，「健康・体力」に関し
ては，それ以上に早期の幼児期や学齢期から課題が生じ
ている可能性も考えられる。しかしＡ氏が述べたよう
に，特別支援学校に在籍中は，学校の中で身体に対して
のケアが行われている。学校卒業後に，そういったケア
から離れる中で，より強く自身の身体の不調や変化を感
じることで青年期や成人期の前期に課題となるのではな
いかと考えられる。
一方で，Ｂ氏やＣ氏の回答から，トレーナーとのコミュ
ニケーションが目的となって参加至ることや，継続して
いる場合もあることが示されている。Ｂ氏は，「中学校
の時にいじめられて，苦しかったり，仕事で苦しい時に
動作法を通して，会話することで自分自身の心の支えに
なったから」と述べ，さらに「40歳を過ぎても沢山の人
が僕の身体を良くするため努力してくれる事に少しでも
答えたいから」とも述べている。Ｂ氏にとって動作法を
通した人との関わりが心理的な支えとなっており，さら
にそれが青年期から現在まで続いていることが推察され
る。またＣ氏は，「同世代の学生らとのコミュニケーショ
ン経験を得る目的」も参加動機の一つとして述べてお
り，これらのことから肢体不自由者にとって動作法訓練
会に参加することは，単に身体的な改善だけではないこ
とが推察される。
⑵ 動作法前後での心身の変化について
5名の動作法を行う前後での身体や心の変化に関して
は，表3に示す通りである。身体の変化については，実
際に日常生活の中でも身体が動かしやすくなるという変
化を感じている方多いことが窺える。またＣ氏やＥ氏
は，自身の身体やその動作の再認識を行うことが日常で
の変化につながっていることを窺わせる回答を述べてい
る。高橋（2004）は，日常的に遭遇する場面の中で身体
の状態に気づきやすくなることで，自分で工夫して動け
る部分が多くなる，と述べており，動作法の中で自分の
身体や動作の特徴について再確認することにより，日常
生活に戻った際にも自分の身体の状態に気づくことが出
来，そのことが変化に繋がっていると推察される。
心理的な変化としては，Ａ氏やＣ氏は，動作法を行う
ことにより心理的にもリラックスすることを述べてい
る。金子ら（2017）が示したような「身体の弛緩感・爽
快感を得られることで心の安定感やリラックス感を得ら
れるという身体と心の関連」が今回の調査協力者におい
ても示されたことが考えられる。さらにＢ氏は，「トレー
ナーやサブトレーナーとの会話により元気をもらって」
と述べている。動作法を通した人との関わりが心理的な
支えとなっている可能性は前述した通りである。さらに
なぜ調査協力者にとってトレーナーやサブトレーナーと
の関わりが心理的に肯定的な影響を与えるのかを考えた
場合，トレーナーと調査協力者の年齢や動作法の経験の
差も影響している可能性がある。トレーナーの多くは，
大学生であり，動作法のトレーナーの経験は，長くても
2年未満である。一方の調査協力者は，幼少期から動作
法の経験があり，長い場合には40年以上にもなる。そう
いった経験の差や年齢の差が，トレーニーからトレー
ナーに対して指導的に関わることや様々な話を年長者と
してする状況を自然にしていることが考えられる。そし
てそういった自分より若い世代に対して様々ことを伝え
表3 動作法前後での心身の変化
Ａ
動作法を行う前後で身体や心の違いは，心も身体もリラックス効果，柔軟になり，日常生活を過ごしていく中で少し楽に
なります。
日々，維持しないといけないと思い，意思はするのですが，数日後には身体が徐々に戻っていきます。
しかし，動作法を繰り返す事によって，自分自身の身体の変化や改善を行っています。
Ｂ
身体の変化：動作法訓練後何日も継続して感じる事は無いですが，自分の身体の特徴は把握出来ているので，自分の身体
がきついとき何をすれば良いかわかっていて，少しではあるが，自分でも改善出来る。
心の変化：身体の緊張が緩和すること，トレーナーやサブトレーナーとの会話により元気をもらって，毎日の活力になる。
Ｃ
動作法前後での身体的違いは，自動による身体的緩め方や付随する緊張の力を自己制御すること等を思い出すことで，体
感的に明らかに差を感じることが出来ています。
これにより，また心理的にも安心感が湧き，リラックスしていけている過程も感じることが出来ています。
Ｄ 身体の緊張が軽減され，動きやすくなります（車の乗降に感じることが多いです）
Ｅ 自己の体について再認識でき，体の調子も楽になります
（原文ママ）
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る関わり中で，丸島（2000）がいう生殖性が発達し，そ
のことが心理的な安定をもたらすことに影響を与えてい
る可能性が示唆される。
⑶ 日常生活での振り返りと動作法以外のケアについて
日常生活での振り返りや自己改善については，表4に
示す通りである。それぞれ動作法を続けることで日常生
活の中で自身の姿勢や動作に意識的に向き合っており，
また可能な範囲で自己改善に努めていることが窺える。
しかしＣ氏は，「自己訓練に限外はある」ということを
述べている。これは，金子ら（2017）が「脳性マヒ者に
おいては，日常生活で自ら動作法に取り組むことが難し
いというもどかしさを感じている」と述べていたよう
に，日常生活の中での取り組みは行うが，訓練会で動作
法を行っていることと同様の取り組みは難しいことが示
されていると考えられる。
動作法以外のケアについては，表5に示している。動
作法以外のケアを行っていないという回答も見られた
が，Ａ氏とＤ氏の2名が定期的に理学療法を受けてい
た。そして理学療法と動作法の違いを実感していること
が窺えた。動作法との違いに関してＡ氏は「そもそもの
観点が違う」と述べ，Ｄ氏は「動作法とは違い，体を大
きく動かすことがありません」と述べている。実際にど
のような訓練を理学療法の中で行っているのかを確認し
ていないため，ここでその内容についての比較は行わな
いが，Ａ氏は「どう違うか，と聞かれると難しいものが
ありますが」と述べており，Ａ氏にとって何が異なり，
どういった面が動作法の方があっていると感じるのかを
明らかにできれば，より効果的な支援のあり方について
検討することも出来るのではないかと思われる。
⑷ 動作法訓練会への意見・要望について
表6に訓練会への意見・要望について示している。訓
練会への継続した参加を希望する回答がみられる一方
で，トレーナーについて，特にトレーナーの確保につい
ての意見が複数認められた。実際の訓練会では，一人の
トレーニーに対して一人以上のトレーナーが担当して動
作法を実施しており，訓練会を実施した際に，トレーニー
が参加しているのにトレーナーが不足するということは
起きてはいない。しかしながら教育実習などの時期にな
表4 日常生活での振り返り
Ａ
振り返りや改善ですが，最近では，車椅子に乗っている時の姿勢に気をつけるようにしています。
ガラスや鏡に写った自分の姿を見て，姿勢を正したり，仕事中，身体が傾いていたら，姿勢を正す等も。
足首も同様，右足首が曲がっていたら，なるべくきちんとなるように整えています。
後は，入浴中に足を軽くマッサージして動き易くしたり，肩まわりは，就寝時に指先を伸ばして肩甲骨周りを意識して動
くようにしています。
Ｂ
階段，お風呂場で毎日実施は出来ていないが，自己訓練を実施し，身体の痛み・緊張の緩和の改善に努めている。
訓練会に参加させて頂いているから，目標を持って継続実施出来ている。
Ｃ
季節の移り変わりの気温差による日常環境の変化，学校の長期休暇により，付随運動による緊張からの力みも大きく左右
され，身体機能の維持のために，自己的に出来ることは，どうしても限られてしまいます。それにより違和感が出てきて，
動作法を振り返っているものの，自己訓練に限界はあると感じることはあります。
Ｄ
家の中で座っている姿勢を変えてみたり，手すりを使って屈伸を行なったり自分の出来る範囲で体を動かそうと努めるよ
うになりました。
Ｅ 日々朝5分程度自己の体に向き合うこと
（原文ママ）
表5 動作法以外のケアについて
Ａ
動作法以外のケアでは，最近，月に2回，病院での理学療法のリハビリを受けています。行う事は，似てるようで違う物
と感じます。
どう違うか，と聞かれると難しい物がありますが，そもそもの観点が違う為，私の身体にあっているのは，動作法だなと
感じます。
Ｂ 物心ついた時から動作法を行なっている為，他のリハビリは実施していません。
Ｃ
車椅子ツインバスケットボールや日常生活中で身体的運動をすることが減ることが無いように心掛けています。ですが，
他動による誘導が無い分，自分に合った正しい諸々が判らない点が大きく違うと感じています。
Ｄ
病院の PTを受けています。動作法とは違い，体を大きく動かすことがありません。緊張を取るという感じでは無いので
残念です。
Ｅ 特にありません。
（原文ママ）
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ると，トレーナーとして参加できる学生の数が極端に少
なくなり，訓練会を実施出来ない場合もある。そういっ
た状況を踏まえて回答であると考えられるが，訓練会の
継続を求める回答が複数見られたことからも，調査協力
者の訓練会に参加することに対しての高いニーズがある
ことが推察される。
4．総合考察
本研究より，成人の肢体不自由者にとって動作法の訓
練会に参加し，動作法を行うことが日常生活に様々な影
響を及ぼすことが示された。それらは成人の肢体不自由
者が日常的に生活の中で抱えるニーズ，発達上の課題に
とって，動作法が適していることを示唆するものであっ
た。またただ動作法を行うことだけではなく，訓練会と
いう場への参加，そしてその中でのトレーナーとの関わ
りが心理的な側面に影響を与えている可能性が考えられ
た。これらのことを踏まえた場合，実際に成人の肢体不
自由者に対して動作法を行う際に，その身体的な障害や
動作の改善という面だけに注目するのではなく，本人が
抱えている生活上のニーズを把握することや動作法を実
施することによる心理的な変化についても考慮した上で
実施することが重要になると思われた。加えて動作法で
の身体を通した関わりだけでなく，それ以外の会話を通
した関わりなどもトレーニーに対して様々な影響を与え
る可能性を考慮した上で，動作法を実践することが重要
になることが示唆された。
本研究における今後の課題としては，今回は調査協力
者を40代の男性に限定することにより，ある程度の共通
性を見出しながら考察を行うことが出来たが，やはり調
査協力者が少ないため，さらに様々な状況の肢体不自由
者に同様の調査を実施し検討することがあげられる。ま
たその年代や性別についても，対象を広げた検討が必要
になることも課題となる。加えて本調査では，自由記述
式の質問紙での調査を実施しており，その方法では回答
の意図などを細かく分析することが出来ていないことも
課題となる。詳細な分析を行うためには，調査の中で半
構造化面接などを実施することが必要になると思われ
る。
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表6 動作法訓練会に対して意見・要望
Ａ
意見や要望について特にないのですが，動作法を行える環境を作って下さっている先生方に感謝したいですし，同様に学
生さんの貴重な時間を使いながら私達の身体を一生懸命，動かしてくれてる事にも感謝しています。
これからもＦ大学動作法が続く事を祈っています。
Ｂ
・訓練会に出来るだけ長く参加したい。・トレーナーさんの人数確保（男性の人数も増えると良い）・訓練キャンプの継
続
Ｃ 理解力がある社会人トレーナーも学的に学べる機会があると，更に動作法の効果も増す気もします。
Ｄ
大学のゼミ決めが以前より遅くなったせいなのか分かりませんが，もう少し早く次の学生さんが入って来られるとうれし
いです。
Ｅ これからも継続して行って頂けると大変たすかります。
（原文ママ）
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